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自動車産業を目指すみなさまへ　　宮城県知事　村井 嘉浩

　みなさんはクルマに興味がありますか。みなさんが日々乗っているクルマという

のはどのようにつくられているのでしょうか。昔はどのような形で，将来はどのよ

うになっていくのでしょうか。

　クルマに係わる仕事というのは開発・生産といったモノづくり産業から運転・販

売・修理といったサービス産業まで非常に多くあります。今はクルマに関心が薄い

人がいるかもしれませんが，今後，興味を持ったことが思ってもみない形でクルマ

に関係してくるかもしれません。クルマはこれからもまだまだ進化して行きます。

このガイドブックにはクルマの夢がいっぱい詰まっています。今，宮城県には多く

の自動車関連企業が集まっており，みなさんが将来働く場が増えてきています。こ

のガイドブックを見て，みなさんがクルマに興味を持ち，将来の自動車産業を支え

てくれること，そして将来の宮城県を担う人材として大いに活躍してくれることを

期待しています。
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クルマのイマドキにせまる！
皆さんは、クルマについてどのくらい知っていますか？

現代のクルマという機械は、様々な技術の上に成り立っています。そして、

日本という国は自動車産業が最も盛んな国のひとつです。

まず始めに、いまどきのクルマや、それを支える技術、そしてメイドイン

ジャパンのクルマなどについて考えてみましょう。

１章

2



ドライバーを助けてくれるクルマ

　まさに自分で動く車、自動車！　駐車場にクルマを入れるとき、クルマが勝手に

ハンドルを切って駐車してくれるというテレビのCMを見たことのある人も多いで

しょう。これは、簡単に言えば「半」自動運転の一種です。

　例えば、アメリカの自動車会社であるゼネラルモータースのキャデラック部門で

も、2015年までに半自動運転車の大規模生産に乗り出す計画です。きっと数年後、

皆さんが社会人となるころにはすでに半自動運転のクルマが手に入るようになるこ

とでしょう。

　また、最近では、人工衛星からの情報を受けるカーナビがついているクルマは当

たり前ですし、テレビ局からの電波を受信してテレビを見たり、ETC1が高速道路で

自動的に料金をはらったりするなど、だんだんとクルマはクルマ以外のものとも話

をしながら走るようになってきているのです。

1 ： Electronic Toll Collection System：電子式料金自動収受システム

1章　クルマのイマドキにせまる！

3



「安全」を守るスゴい技術

　クルマは、乗り物です。しかし、いまやこれまでよく言われていた「はしる」

「まがる」「とまる」というだけの乗り物ではありません。

　そして、これらの安全を守るスゴい機能は、もはや夢物語ではなく、すでに皆さ

んのお父さんやお母さんが買うことができる今のクルマに搭載されているものなの

です。

　例えば、車線からはずれないよう、ハンドルを自動的にキープしてくれる機能2、運

転者が居眠りをして車がふらふらしたときに警報をならしてくれる機能3、横滑りや

横転しそうになったときにうまくそれを抑えてくれる機能4、障害物を見つけたら警

報をならし、間に合いそうになかったら、車自身でブレーキをかけたり5、 近くに車

がいなければ半自動的に一定速度で運転をしたり、車がいたら一定の車間距離をとっ

たり、前の車が止まったら車間距離をとってブレーキをかけたりと半自動的に人間の

運転者を補助してくれる機能6 などの新しい機能がどんどん開発されてきています。

2 ： レーンキープアシスト
3 ： ふらつき警報
4 ： ESC（Electronic Stable Control）
5 ： 衝突被害軽減ブレーキ
6 ： ACC（Adaptive Cruise Control）

1章　クルマのイマドキにせまる！
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ＥＶが変えるクルマのあり方

　現代のクルマのことで忘れてはならないのが、近年急速に台数が増えてきた、電

気自動車（EV）7 やハイブリッド車のことです。EVは電池を搭載し、エンジンの代わ

りにモーターを使って走ります。ハイブリッド車は、エンジンもモーターも搭載し

ています。

　モーターは、エンジンに比べ省エネでクリーンです。静かすぎて危ない、という

人すらもいるくらいです。そして、今のガソリン車やディーゼル車は、わずか15%

～18%しかエネルギーを生かせていないのです。それに対し、発電所による発電で

は50%に及ぶ高効率を実現できます。しかも夜間電力などを利用すれば格安です。

これら環境への配慮などの面からも、さまざまな種類のEVが毎年発表されてきてい

ます。しかし、ガソリンの給油に替わるEVの充電には、充電スタンドを使ったり、

家庭のコンセントを使ったりと、まだ各社、各車でそれぞれです。今後、クルマの

EV化が進めば、これら社会インフラ8の整備も必要となってくるでしょう。

1章　クルマのイマドキにせまる！

7 ： Electrical Vecle
8 ： インフラストラクチャ：公共の施設、基盤のこと
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クルマを支える様々な仕事

　昔のクルマは、「はしる」「まがる」「とまる」という基本機能を実現するエンジ

ンやトランスミッション、車両のブレーキ装置、ステアリング装置など、基本的にそ

のほとんどが機械エンジニアにより作られていました。

　現在、クルマの開発技術は、主に機能別にいうと、ボディ系（エアコン、ドアなど

の内装）、シャーシ系（サスペンションなどの走行機構走行や足回り制御）、パワー

トレイン系（エンジンなど）、インフォテインメント系（カーナビやカーオーディ

オ、車内通信など）の大きな４つの柱に分類されます。そして、それぞれを実現する

ために、機械エンジニアだけでなく、様々な技術者が働いています。そして、直接開

発ばかりでなく、開発したクルマの安全性や乗り心地をテストしたり、工場での自動

生産ロボットを制御したり、皆さんのお家のクルマの点検、修理を行ったりというよ

うに多種多様な技術者のシゴトが自動車業界には必要です。

　その上、近年の機能の複雑化や電気自動車の出現などにより、機械産業であった自

動車産業は、電気・電子技術や化学・物理学などとも融合した総合技術産業に変わり

つつあり、より多くの技術者を必要としてきているのです。 

1章　クルマのイマドキにせまる！
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クルマは技術の集大成

　現在、一台のクルマは、数多くの高度な機能を実現するため、なんと3万個！以

上の部品からできています。

　現在のクルマの4大技術テーマといわれるのが「快適」「安全」「環境」「信頼」

です。これらを実現するためには、機械技術だけではなく膨大な部品を制御し、繋

ぎ合わせるエレクトロニクス技術、中でもソフトウェア9の技術が不可欠です。その

ため、クルマのエレクトロニクス化は驚くほどのスピードで進んでおり、2015年に

は製造コストの40%を占めると予想されています。

　2012年に発表されたあるハイブリッドカーでは、ソフトウェア技術者が力を合わ

せて書き上げた1,000万行以上のプログラムが動いています。単純に計算すれば、こ

のプログラムを皆さんの教科書サイズに印刷して書籍にして積み上げると60m、お

よそ20階建てビルほどの高さになります。ここに間違いが一文字でもあってはなら

ないのです。ちなみに、これまでの同社のクルマで動いていたプログラムは、2005

年モデルでは240万行、2009年モデルでは600万行だったそうです。ほんの数年

で、プログラムの規模が飛躍的に増加したことが分かりますね。

9 ： 機械に入っているコンピューターを動かし、様々な新機能を動かすものが、組込みソフトウェアといわれるプログラムです。現在、急激な進化を遂げ、増加す
るクルマの機能を実現する組込みソフトの技術者が圧倒的に不足しており、問題となっています。

1章　クルマのイマドキにせまる！

7



日本人の10人に1人はクルマ関係の仕事？

　日本という国は、外国の方にとっては、「素晴らしいクルマを作っている素晴らし

い国」なのだそうです。では実際のところ、日本という国にとって自動車産業という

のはどのようなものなのでしょうか？

　最近の統計によれば、2010年に日本が所有していたクルマは、7,500万台を超えて

います。このときの日本の総人口は1億2752万人ですので、単純に計算すれば、1.7

人に1人はクルマを持っていることになります。同時期、世界的にはクルマは人口

1,000人当たり147台、6.8人に1台普及していましたので、私たち日本人がいかにク

ルマを愛し、使っているかということが分かります。

 そして日本では、2011年には840万台のクルマが製造され、うち半数以上の446万台

が海外に輸出されています。2010年の全製造業の製造品出荷額等に占める自動車製

造業の割合は16.4％でした。

　2011年には、日本の自動車関連就業人口は545万人に達しています。すなわち、全

就業人口のなんと8.7％、日本人の10人に1人近くがクルマ関係の仕事に就いているこ

とになります。このように、まさに自動車産業は、日本を支えている産業なのです。

1章　クルマのイマドキにせまる！
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クルマはスーパー家電になる

　皆さんは、お家のクルマにコンピューターが入っていることを知っていますか？　

実は、いまどきのクルマはコンピューターの塊です。最新の車には、ECU10といわ

れるコンピューターがクルマ一台あたり、なんと50個から100個以上も搭載されて

いるのです。

　前節でお話したように、電気自動車の波もやってきました。電池だけを使ってモー

ターで動くクルマの中身は、実はクーラーや冷蔵庫の様な電気機器とあまり変わり

ません。ですから今後、もしかするとクルマは、街の電気屋さんで販売されるように

なってくるかもしれないとさえ言われているのです。そうなれば、いよいよ、これま

で以上に、エレクトロニクス技術が重要になってくると考えられています。

　クルマは様々なパーツを用い、総合的技術によって作り上げられた総合的製品で

す。テレビ、ラジオ、カーナビ、エアコン、パソコンそして、レーダーやビデオカ

メラなどまで取り込んだ現代のクルマはまさに、スーパー家電といえるかもしれま

せんね。

10 ： Electronic Control Unit

1章　クルマのイマドキにせまる！
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クルマができるまで
皆さんにとってクルマはとても身近な存在です。クルマがあれば遠い所にも

行けるし、重い荷物を運ぶこともできます。では、クルマはどのように作ら

れているのでしょうか？クルマに関わる仕事はどれくらいあるのでしょう

か？クルマの産業を見ていきましょう。

2章
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クルマの仕事は多種多彩

　日本人の10人に1人はクルマ関係の仕事に関わっていると言いましたね。本当に

そうなのでしょうか？例えば、クルマはとてもたくさんの種類の材料や部品から作ら

れています。クルマを眺めただけでも、鉄やガラス、ゴムなどの材料が使われていま

すし、エンジンやタイヤ、ハンドルやメーターなどの部品が数多くついています。

　また、私たちがクルマに乗るためには、クルマの乗り方を教えてくれる教習所や

クルマを売ってくれる人が必要です。また、燃料を入れるガソリンスタンドも必要

ですし、そもそも道路が無ければクルマで走って行けません。それ以外にも自動車

保険や修理工場、トラックやバス、タクシーなどモノや人を運ぶ仕事など、非常に

たくさんの仕事があります。このように、本人が意識していなくとも多くの人がク

ルマに関わって働いているのです。

2章　クルマができるまで
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2章　クルマができるまで

新車はこうして生まれる

　皆さんの周りを見渡すとさまざまなスタイル、カラーのクルマが目に入ると思い

ます。これらのクルマはどのようにしてつくられているのでしょうか？通常クルマ

はおよそ3～4年の長い歳月をかけて開発されます。新しいクルマをつくるにはさま

ざまな人たちの協力なしには実現できません。

　新しいクルマをつくるまでには、いくつもの工程が必要です。まずユーザの声を

聴いてコンセプトを練ってどのようなクルマにするかを企画します。そのコンセプ

トに沿ってカーデザイナーが何百枚ものイメージスケッチを描いてデザインを決定

します。実物大のクレイモデル11もつくられます。次に部品などの設計を行って試

作車をつくります。試作車は実際に様々な場所を走らせて性能検査を行って、問題

があればフィードバックされます。安全であることが確認されると、いよいよ工場

で生産する準備が行われます。並行して販売する準備もはじめます。このころにな

ると街中やテレビで広告を目にする機会が多くなります。ここまで見ただけでも多

くの人が関わっているのが分かりますね。これまで関わってきた人たちはその広告

をさぞ感慨深げに見ていることでしょう。

11 : クレイモデルは温めると柔らかくなる特殊な粘土で作られます。最初は1/5などの小さなものから実物大のものまで立体的な模型を作ります。表面に塗装
を施したりしてより本物らしく仕上げます。
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自動車産業を支える部品メーカ

　クルマは約3万個の部品から出来ていますが、その部品はすべて自動車メーカの工

場で組み立てられるわけではありません。自動車工場ではすでに出来あがっている

部品を車体に取り付けて完成車を生産していきます。そうすることで作業を効率的

に早く進めることが出来ます。それでは部品はどこで作られているのでしょうか？

　クルマの部品はさまざまな部品メーカでつくられて、自動車工場に納められます。

部品はガラスやタイヤ、エンジン、メーター、エアコン、オーディオなど様々なも

のがあります。それぞれ専門のメーカが生産しています。

　東日本大震災の時には、被災した部品メーカから部品を調達することが出来ず、自

動車工場が一時操業を停止したことは記憶に新しいですね。このように、自動車工場

と部品メーカは明確に分業されていて、部品メーカは非常に重要な存在なのです。

2章　クルマができるまで
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2章　クルマができるまで

メーカ企業インタビュー

　宮城県は自動車メーカをはじめ大手部品メーカ、素

材メーカなど自動車関連産業の一大集積地です。その

中でも宮城県の県南にある角田市に一大拠点を持つ株式会社ケーヒン様にお話をお伺

いしました。

ケーヒンさんの業種を教えてください

当社は自動車やオートバイのエンジンに最適な燃料を供給する燃料噴射装置（イ

ンジェクター）、エンジンをコントロールする電子制御ユニット（ＥＣＵ）や自

動車用空調システム（カーエアコン）などの開発から製造・販売までを手掛けて

いる会社です。全世界に拠点がありますが角田地区は従業員が約３千名の国内最

大の生産拠点になります。

ケーヒンさんはどのような人材を求めているのでしょうか？

採用では、夢と若さをもって何事にもグローバルでチャレンジしていく人、理論

とアイデアと時間を大切にする人を求めています。そして当社は従業員の誠実な

取組みや努力を尊重します。

採用で力を入れている分野はありますか？

当社は機械、電気、電子といった広い分野の複合したシステム機器を手がけています

ので、採用においては特定の分野ではなく、幅広い分野の人材を必要としています。

訪問した角田第三工場 左から、 総務部人財開発課野中和雄課長、
 生産企画部第三課大江照男様、
 生産企画部第二課 武田達治技師

Q

Q

Q

A

A

A

14



皆さんはどのようなきっかけで入社されたのでしょうか？

きっかけはオートバイです。オートバイをいじっているうちにその部品をつくっ

ているケーヒンに興味を持ったのがきっかけです。

私は当初東京で働いていましたが、Uターンの際に自分の専門である電子技術が

生かせるとの思いでケーヒンを選びました。

私は文系出身でしたが、オートバイが好きだったので、その関連に何かしら関わ

りたいと思ったのがきっかけです。

これからの学生に望むことは何でしょうか？

10年後20年後の将来の目標を具体的に持ってほしい。そして目標の実現に困難

は伴うと思いますが、仲間との助け合い等、コミュニケーションを大切にし、目

標に向かって進んでいって下さい。

今は夢のようなクルマが実際に作れる時代。クルマも走るだけのものではなく

なってきました。新しいことを発明していこうという若い人たちがもっと出てく

れば、この産業はもっとよくなります。震災を糧にして若い人の創造力で新しい

ものを作っていってほしいと思います。

2章　クルマができるまで

Q

A1

A2

A3

Q

A1

A2
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クルマの意外なものがたり
18世紀に誕生したクルマはこれまでの250年ものあいだに多くの歴史を作っ

てきました。これまでどのようなクルマが作られて、どのようなものがたり

があったのでしょうか。歴史を振り返ってみましょう。

3章
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世界初のクルマは三輪車から始まった

　世界では今から250年ほど前のヨーロッパにおいて世界で初めての車が作られまし

た。1769年にフランスのキーニョが蒸気を原動機とする蒸気自動車を発表しました。

　1886年にドイツのベンツ社がガソリンエンジンを原動機とする三輪ガソリン自動

車を世界で初めて走らせました。三輪貨物自動車のことを日本のメーカーではG1型

トラックと呼んでいました。1955年（昭和30年）頃から日本は高度成長期を迎えま

す。それまではほとんどの日常生活において、お洗濯は手で洗い、手で絞り、手で物

干し竿に、洗濯物を干していました。冷蔵庫も氷を一番上に置いて庫内を冷やし食品

を冷やすことをしていました。その冷蔵庫もなかなか一般の庶民にはほど遠い製品で

した。この頃からテレビや、洗濯機、冷蔵庫という近代的な機械が出始めましたが、

このやり方も自動車産業の組み立てシステムを見習って作り出されたのです。

　そしてこの商品を全国各地に運んだのがG1型三輪トラックです。このトラックの

活躍により全国各地に商品が行き渡るようになったのです。昔のクルマは三輪自動

車の形から始まったのです。

3章　クルマの意外なものがたり
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クルマのプロも悩んでいた

　初期のクルマづくりの人たちは、クルマをつくる場所に部品や工具を持ってきて

いました。その車を組み立てる人に工具を渡したり、その車を組み立てる人に部品

を持ってくる係の人たちがいて、作業をするのに部品を探したり工具を探したりし

て、たくさんの時間がかかっていました。現在のクルマの大量生産の基礎を築き、

世界初の大衆車「Ｔ型フォード」を世に送り出したフォード社の当時の工場長は、

アメリカのシカゴの食肉包装業者が牛肉をつるすのに使用していた「頭上を移動す

る滑車」を見てあんな風に豚と牛を加工することができるのなら、我々もあんなや

りかたで車をつくり、移動式のモーターラインを作ることができると考え、そこか

ら移動式の生産ラインの第一号が生まれました。また、食肉産業ばかりではなく、

醸造業や小麦製粉業のつくりかたなども、のちのクルマづくりの行程に、大きな

影響を与えました。その当時の車の部品点数は500点ほどで、現在の6分の1ほどで

す。現在の組み立て工場がいかに複雑かが想像できますね。

?
? ?

3章　クルマの意外なものがたり
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世界的大衆車はこうして生まれた

　1938年戦前ドイツの独裁者アドルフ・ヒットラーは、自分の身を守るために、

フォルクスワーゲン・タイプ1というクルマを作るようにフォルクスワーゲン社に

指示しました。

　このクルマは、当時陸を走り「敵と戦いになっても車両の重要な機関は壊れない

ように」リヤにエンジンを取り付けました。後に日本でフォルクスワーゲンのビート

ルが売られたときに「大海に落ちても沈みません。海でも沈まずに浮いていられる」

というコマーシャルをしていたほどです。

　ビートルは、ドイツ国内だけでなく世界的なベストセラーを記録しました。1972年

にはそれまでの記録であったT型フォードを抜いて世界一の生産台数となりました。

モデルチェンジが行われた今でも、あの個性的な愛らしいスタイルは健在です。

ビートルのような、みんなから長く愛されるクルマがつくれれば開発者は本望で

しょう。

3章　クルマの意外なものがたり
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マスキー法との戦い

　本田技研工業のCVCCエンジンは1970年当時、世界で最も厳しく達成不可能とま

で言われた、アメリカのマスキー法排出ガス規制を世界で初めてクリアーしたエン

ジンです。アメリカ自動車技術者協会から20世紀優秀技術車に選ばれました。この

ホンダCVCCエンジンの技術が契機となり、多くの排気ガス低減技術が考案され、日

本の排気ガス低減技術を世界第一位に引き上げた歴史的なエンジンです。

　基本の燃料は副燃焼室と副燃焼室バルブを持ち、燃料をとことん燃やし尽くす珍

しい方法で作られ、マフラーの中で排気ガスをきれいにする技術を使わなくても排

気ガスが低減できるというシステムです。

このCVCCエンジンは1973年12月12日にホンダシビックとしてついにデビューし、

1974年から4年間連続してアメリカEPA8での燃費第一位を記録していました。

8 ： アメリカ合衆国環境保護庁（United States Environmental Protection Agency）

3章　クルマの意外なものがたり
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大きく変わるクルマの未来
ここまで、現在までの自動車産業やそこで働いている人々について振り返っ

てみました。次に、皆さんがこの先、大人になったときにクルマや自動車産

業がどうなっているのか、について考えてみましょう。

4章
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クルマがある暮らしの未来像

　2012年5月、ついに「全自動の」無人運転自動車がアメリカの公道を走りまし

た。このクルマは、以前、ドライバーなしでイタリアから中国までの約13万ｋｍ

を走りきり、そして、今回は、無人でもちゃんと交通の法律を守れることが確認で

きたのです。クルマ自身が運転免許をとった、と考えても良いかもしれません。も

し、無人自動車があれば、交通弱者といわれる高齢者や障害者の方々にとっても、

とても便利でしょう。実は、クルマ自身が運転するのであれば、運転免許は不要に

なるのではないか？と考える学者すらもいるくらいなのです。ちなみに、米国の学

会では、2040年にはクルマの75％が自動運転になる、とも予想しています。

　このクルマは、いわばクルマの形をした一台のロボットと言えるでしょう。そう

なれば将来、安全で快適なクルマロボットにお任せしてお出かけすることが可能に

なるのです。車内でお菓子を食べていても、ケータイで遊んでいても大丈夫かもし

れません。

　そして、今後もし、クルマが他のクルマや信号機、管制センタなどとうまく話が

できるようになり、世界につながれば、暮らしはもっと大きく変わるといわれてい

ます。

4章　大きく変わるクルマの未来
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つながるクルマ・暮らしのクルマ

　これから先、交差点の信号はいらなくなるかもしれない、といっている学者がいま

す。もし、クルマが世界にうまくつながることができれば、交差点で車同士が話し

合って上手に進路を譲り合えるからです。もし、運転の途中で、この先で渋滞してい

ることが分かれば、避けることも可能です。

　今回の東日本大震災では、情報を得られないまま、渋滞や、津波や山崩れの危険が

あったりする方向にクルマを走らせてしまい、被害に会ってしまった例も多く見られ

ました。もし、クルマが、人工衛星や交通管制システムとうまく話をしながら安全な

場所を通って避難することができていれば、被害はずっと小さくなっていたのではな

いでしょうか。

　今後クルマは、「はしる」「まがる」「とまる」というこれまでの基本的な交通手

段のための3要素を大きく飛び越え、安心や安全を守ってくれたり、もっと皆さんの

生活を楽しむための新しい空間であったりするようなものに進化していくと考えられ

ています。今後、クルマは単なる交通手段としてだけでなく、私たちが生活していく

ための、もっと必須で、もっと身近なものとなるでしょう。

4章　大きく変わるクルマの未来
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クルマは走る巨大電池

　現在、全世界的に化石エネルギーの枯渇の問題と、地球温暖化という２つの大き

な課題を解くため、社会全体としてより効率よくエネルギーを使用することが求め

られています。その答えの一つとして研究開発や実験が進んでいるのがスマートグ

リッドです。これは、簡単にいえば無駄に発電をすることなく、電気を余っている

ところから足りないところに融通しあうシステムです。

　実はスマートグリッドを考えている人は、バッテリーを搭載したクルマが、「自

分で移動する巨大電池」に見えるのだそうです。もしかすると、今後は外を走りな

がら充電したり、ガソリンスタンドのように充電スタンドで充電してきたりしたク

ルマは、帰ってくると家にドッキングして、家庭の電気製品を動かす電池になるの

かもしれません。

　自動車業界においても、電気自動車がより身近なものとなれば、高出力モーター

や高容量バッテリーの技術を始めとした、これまでになかった技術も扱わなくては

なりません。進化した未来のクルマに要求される「快適」「安全」「環境」「信頼」

などの実現には、やはりこれまでの機械技術だけではなく、エレクトロニクス技術

が不可欠なのです。

4章　大きく変わるクルマの未来
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くらしを支えるクルマ工場

　2012年7月1日、宮城県大衡村に小型車世界一を目指す世界戦略拠点の一つである

トヨタ自動車東日本が発足しました。ここは、「東日本大震災からの復興の象徴」で

もあり、そして、ここを中心として、東北地方が日本のものづくりに大きな役割を担

うであろうという皆の夢の第一歩でもあります。

　以前、ここの社長は「ものづくりの技術が根付く東北は車両開発、生産のグローバ

ルな情報発信拠点になれる」と言っていました。

　ものづくりには、技術に関する知識だけではなく、取り組む習慣や意思も大事で

す。今でも東北には、長い冬に皆で春から使う道具などを作るものづくりの習慣や、

それをより良くしようとする粘り強い意思が生きています。そして、これらのキモチ

は、若い皆さんの中に受け継がれています。これらが、皆が宮城県に期待する大きな

理由の一つだと思います。　　　

　この日、新聞の社説は「トヨタ側は東北の意向を誠実に受け止め、前向きに対応し

た。東北も知恵を集結し、トヨタ側の期待に応えるよう力を発揮していきたい」と締

めくくりました。皆さんも、是非、今後の日本を支えることが期待される宮城県の自

動車産業をめざしてみませんか？

4章　大きく変わるクルマの未来
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クルマの技術で野菜がつくれる？

　実は、大衡村の自動車工場の脇には、現在、赤や黄色のパプリカを育てている

「野菜工場」があります。9割を輸入に頼るパプリカは、きめ細かい温度管理や施

肥などを必要とするデリケートな作物です。そこで、ここでは自動車工場の自家

発電施設から出る温水をうまく再利用しながら、パプリカの育成に必要な温度を維

持したり、有機肥料が溶け込んだ水を用いた、農薬の少ない水耕栽培を行ったりし

て、安全でキレイな野菜を作っています。また、こうやって育てられたパプリカは

木になり、高さが5mを超えます。そのため、畝と畝の間の通路が、自動で上下する

エレベーターになっていたり、収穫のために無人搬送システムが走っていたりしま

す。まさに工場です。

　ここは再生エネルギーを利用した新しい家や街のありかたを実現する「工業団地

を中心とした新しいスマートコミュニティ」の一例11です 。そして、このプロジェ

クトは、トヨタ自動車東日本だけでなく、商社や農業会社がそれぞれの知恵を出し

合い協力し合って進めている農商工連携プロジェクトでもあります。

　もしかすると、ここ宮城の自動車産業から、新しい農業のカタチが生まれてくる

かもしれませんね。

11 ： Ｆ－グリッド構想といいます

4章　大きく変わるクルマの未来
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宮城県の主な自動車関連企業リスト
アイシン高丘東北株式会社 鋳鉄鋳造・機械加工製品の製造1

株式会社ケーヒン 機能システム部品
（宮城オフィス・角田開発センター、角田第一工場、角田第二工場、角田第三工場、丸森工場）

3

トヨタ自動車東日本株式会社 企画・研究開発・生産
（本社･宮城大衡工場、宮城大和工場）

5

太平洋工業株式会社 東北工場 ホイールキャップ、バッテリーケース4

プライムアースEVエナジー株式会社宮城工場 バッテリーシステム6

アルプス電気株式会社 電子部品・デバイス
（仙台開発センタ、古川工場、涌谷工場、角田工場、北原工場）

2

4

2

5
6

1

3

各企業の詳細な情報は以下の情報サイトもしくは各社HPから参照してください。

東北自動車関連企業マップ　http://san-cluster.icr-eq.co.jp/jidosha/map/index.html

みやぎ自動車産業振興協議会企業リスト　http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/jidousha/mjk-members.html

仙南

仙台

大崎

栗原
気仙沼・本吉

登米

石巻

■5章■　データーシート

各社HPより
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宮城県の主な自動車関連学校リスト
黒川高等学校 機械科1

米谷工業高等学校 自動車科3

赤門自動車整備大学校 自動車整備士、二輪整備士、自動車車体整備士5

花壇自動車大学校 自動車整備学科、車体整備専攻科、一級整備専攻科4

東北電子専門学校 自動車組込みシステム科6

石巻専修大学 理工学部機械工学科自動車工学コース7

村田高等学校 総合学科2

3

1

65

7

4

2

各高校の詳細な情報は以下の情報サイトから参照してください。

宮城県高等学校リスト　http://www.pref.miyagi.jp/kyouiku/school/koukou.htm

自動車学校、専門学校、大学は以下の各学校のHPから参照してください。

花壇自動車大学校 http://www.kadan-atcs.or.jp/
花赤門自動車整備大学校 http://www.akamon.org/
東北電子専門学校 http://www.jc-21.ac.jp/
石巻専修大学 http://www.isenshu-u.ac.jp/general/

仙南

仙台

大崎

栗原
気仙沼・本吉

登米

石巻

5章　データシート
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これからはクルマがおもしろい！

平成２４年度文部科学省委託

東北の復興を担う自動車組込みエンジニア育成支援プロジェクト

平
成
２
４
年
度
文
部
科
学
省
委
託　
　

ク
ル
マ
の
魅
力
と
宮
城
県
の
自
動
車
産
業 

早
わ
か
り
B
O
O
K

東
北
の
復
興
を
担
う
自
動
車
組
込
み
エ
ン
ジ
ニ
ア
育
成
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

クルマの魅力と
宮城県の自動車産業

早わかりBOOK

平成24年度文部科学省委託
東北の復興を担う自動車組込みエンジニア育成支援プロジェクト

これからはクルマがおもしろい！
クルマの魅力と宮城県の自動車産業早わかりBOOK

本書の内容を無断で転記、掲載することを禁じます。

発行日 平成25年2月28日
発行者 学校法人 日本コンピュータ学園 東北電子専門学校
 〒980-0013 宮城県仙台市青葉区花京院１丁目３－１
 022-224-6501

EV
STATION


	h1pdf
	h2
	kuruma.pdf
	h4pdf


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /All
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 125
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.49600
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
>
    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e5c4f5e55663e793a3001901a8fc775355b5090ae4ef653d190014ee553ca901a8fc756e072797f5153d15e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc87a25e55986f793a3001901a904e96fb5b5090f54ef650b390014ee553ca57287db2969b7db28def4e0a767c5e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>
>
    /HRV <>
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020d654ba740020d45cc2dc002c0020c804c7900020ba54c77c002c0020c778d130b137c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor weergave op een beeldscherm, e-mail en internet. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for on-screen display, e-mail, and the Internet.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 6.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (sRGB IEC61966-2.1)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [350 350]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /All
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 125
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.49600
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
>
    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e5c4f5e55663e793a3001901a8fc775355b5090ae4ef653d190014ee553ca901a8fc756e072797f5153d15e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc87a25e55986f793a3001901a904e96fb5b5090f54ef650b390014ee553ca57287db2969b7db28def4e0a767c5e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>
>
    /HRV <>
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020d654ba740020d45cc2dc002c0020c804c7900020ba54c77c002c0020c778d130b137c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor weergave op een beeldscherm, e-mail en internet. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for on-screen display, e-mail, and the Internet.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 6.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (sRGB IEC61966-2.1)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [350 350]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /All
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 125
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.49600
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
>
    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e5c4f5e55663e793a3001901a8fc775355b5090ae4ef653d190014ee553ca901a8fc756e072797f5153d15e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc87a25e55986f793a3001901a904e96fb5b5090f54ef650b390014ee553ca57287db2969b7db28def4e0a767c5e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>
>
    /HRV <>
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020d654ba740020d45cc2dc002c0020c804c7900020ba54c77c002c0020c778d130b137c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor weergave op een beeldscherm, e-mail en internet. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for on-screen display, e-mail, and the Internet.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 6.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (sRGB IEC61966-2.1)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [350 350]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /All
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 125
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.49600
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
>
    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e5c4f5e55663e793a3001901a8fc775355b5090ae4ef653d190014ee553ca901a8fc756e072797f5153d15e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc87a25e55986f793a3001901a904e96fb5b5090f54ef650b390014ee553ca57287db2969b7db28def4e0a767c5e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>
>
    /HRV <>
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020d654ba740020d45cc2dc002c0020c804c7900020ba54c77c002c0020c778d130b137c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor weergave op een beeldscherm, e-mail en internet. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for on-screen display, e-mail, and the Internet.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 6.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (sRGB IEC61966-2.1)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [350 350]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice




